
心に残る文化財子ども塾 学習指導案 

日時 平成２９年６月８日（木）２，３，４時間目 

対象 大田市立池田小学校５，６年生１０名 

                 指導 池田小学校 5，6年担任１名 

                    島根県世界遺産室職員 2名 

                    大田市教育部社会教育課職員１名 

                                  

 

１，主題名  （第１部）土器や遺跡が伝えている先人の生活を考えよう 

       （第２部）奈良の大仏の実際の大きさを見てみよう 

 

２，ねらい   

○島根県の遺跡や出土物について学習することを通して、遺跡が伝えるふるさとの姿や 

先人の知恵を感じることができるようにする。 

  〇奈良の大仏の実際の大きさを、体育館にパネルを設置することで体感するともに、大 

仏づくりに込められた思いや願いを考える 

 

３，展開 

時間 学習活動 指導者の支援 備考・準備等 

９：４５ 

 

 

 

９：５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１，オリエンテーションお

よび講師紹介 

 

 

２，遺跡や古墳とはどうい

うものかを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・見通しを持って学習でき

るように、学習の流れと講

師の紹介をする。 

 

・工事や造成で発見される

ことを伝える。 

・三瓶埋没林遺跡や加茂岩

倉遺跡などを例に、遺跡や

古墳が太古の歴史を今に

伝えていることを理解で

きるようにする。 

・出雲地方特有の古墳の形

や、大量に出土した銅剣・

銅鐸の存在から、出雲地方

に大きな「くに」が存在し

たことを伝える。 

 

 

島根県全図 

遺跡写真 

・三瓶埋没林 

・加茂岩倉遺跡 

・荒神谷遺跡 

・石見銀山遺跡 

 

歴史年表 

古墳の分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０：００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０：３５ 

 

１０：５５ 

 

１１：００ 

 

１１：０５ 

 

 

 

 

 

 

１１：５０ 

 

１２：００ 

 

 

 

 

１２：１０ 

 

 

 

１２：２０ 

３，島根県に残る遺跡やそ

こから出た出土物を知り、

古代のふるさとや人々の生

活について考える。 

・土器を見たり、触ったりす

る。 

・作り方や使い方を知る。 

  

 

 

【休憩】 

 

奈良時代の概要を知る。 

 

大仏の大きさを予想する。 

 

「奈良の大仏」について、そ

の巨大さを体験を通して学

ぶ。 

※１ｍ四方の部品パネルをパ

ズル形式で組み立ててい

き、高さ18ｍの大仏を完

成させる。 

 

【休憩】 

 

大仏建立にかかった日数や

延べ人員、現在の金額につ

いて知る。 

 

 

大仏建立にこめられた、

人々の思いや願いを考え

る。 

 

 

感想発表 

記念撮影 

・土器は当時の生活を伝え

る、一出土物であることを

伝える。 

・土器づくりの方法につい

て知るだけでなく、製作を

通して古代人の苦労や生

活の知恵、土器の有用性に

ついて考えることができ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の技術でも、相当な労

力と費用がかかること、当

時はこれを人力で行って

いたことを知る。 

 

指導者の力や、当時の人々

の自然への畏敬の念につ

いて気づくことができる

ようにする。 

 

 

 

土器 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「奈良の大仏」

の実物大パネル 

 

・写真パネル 

 

 

 

 

 

ホワイトボード

で説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


